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研究成果の概要（和文）：　力能実在論に基づいて実体と因果に関する次の結論を得た:
(1)力能は、発現のみによって個別化されるべき性質であり、その様相的本性は、その発現に向かっているという意味
での、程度を伴う一種の可能性としての潜在性である。そして力能は、本質および持続と並ぶ、実体的対象にまつわる
形而上学的様相の源泉のひとつとして捉えられるべきである。
(2)ふたつの連続するできごとを因果項とする「できごと因果モデル」を、原因としての実体的対象がその因果的力能
を行使・発現するプロセスによって、その力能の受容者が変化するプロセスを同時的に結果としてもたらすと考える「
因果の〈実体－プロセス〉モデル」に変更していくべきである。

研究成果の概要（英文）： I have come to the following conclusions concerning substance and causation, 
based on power realism:
(1)Power is a property that should be individuated by its manifestation alone. Its modal nature is 
potentiality, which is a kind of possibility accompanied by degrees. Power is a source of metaphysical 
modalities concerning substantial objects, as well as essence and endurance. (2)We should replace the 
so-called <two-event model of causation>,　which takes two successive events as causal relata, with 
<things-process model of causation>, which insists that substantial objects as causes, by a process of 
exercising their causal powers, simultaneously bring about a process of their powers' recipients being 
changed.
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１．研究開始当初の背景 
近年、「新アリストテレス主義的分析形而

上 学 (Neo-Aristotelian Analytic 
Metaphysics)」ともいうべき形而上学的研究
が復興している。このタイプの研究の主たる
特徴は、「分析哲学」と呼ばれるタイプの現
代哲学の中で培われてきた種々の方法論を
用いながら、「第一哲学としての存在論」と
いうアリストテレス的図式を踏襲する、存在
論主導型の実在論的形而上学を志向してい
るということである。そのような新アリスト
テレス主義的形而上学の一形態として、アリ
ストテレスによる「デュナミス（潜在性）」
と「エネルゲイア（現実性）」の区別を復活
させたうえで前者に対応する「力能」（＝「傾
向性(disposition)」）を重視する、「力能実在
論 (power realism) 」「 傾 向 性 主 義
(dispositionalism)」等と呼ばれる立場がある。 
 このような立場は、ポパー(K. R. Popper)、
ハ レ と マ ッ デ ン (R. Harre and E. H. 
Madden)、メラー(D. H. Mellor)、カートラ
イト(N. Cartwright)など、主として科学哲学
的な文脈で一定の勢力を形成していた。その
後、存在論的性質論の文脈において、反実条
件文に対する「真理メーカー(truth maker)」
としての傾向性質の実在性を主張したマー
ティン(C.B. Martin)や、その因果的効力の同
一性によって性質の同一性が保証されると
主張したシューメイカー(S. Shoemaker)ら
の研究を契機として、いっそうの隆盛を見せ
てきた。さらに最近は、エリス（B. Ellis）、
モルナー(G. Molnar)らのオーストラリア形
而上学者たちやマンフォード(S. Mumford)、
バード(A. Bird)らの英国を中心とする若手
形而上学者たちがその主たる担い手となっ
ていた。 
 中でもマンフォードは、アンジュム(R. L. 
Anjum)との最新の共著『力能から原因を得
る(Getting Causes from Powers)』(2011)に
おいて、力能実在論を積極的に因果論に応用
することによってヒューム主義的なできご
と因果論に支配されている現代の因果論が
抱える諸問題を解決することができると主
張し、因果にまつわる大胆な提案をいくつか
行っていた。しかし研究開始時点においては
いまだ細部に関しては未完成・不確定な部分
も多く、力能実在論に基づく因果論のさらな
る進展やその妥当性についての綿密な検討
が求められている状況であった。  
当研究者は、それまで十余年にわたり、実

体に関わる存在論的研究を進めてきた。具体
的には、平成１３～１５年度の科研費（基盤
研究 C2）による研究「時間論理に基づく形
式存在論」および平成１６～１８年度の科研
費（基盤研究 C）による研究「種的様相論理
に基づく形式存在論」によって、実体の通時
的同一性と貫可能世界同一性に由来する de 
re 様相の論理とそれに基づく形式存在論的
体系の構築を試み、その成果として、部分デ
ィオドロス時間様相論理PS4.3および種的様

相論理 SS5 にそれぞれ基づく、時間的実体様
相と種的実体様相に関する形式存在論の骨
格を提示した。 
 さらに、平成１９～２１年度の科研費（基
盤研究 C）による研究「現代的実体主義の論
理と存在論」および平成２２～２４年度の科
研費（基盤研究 C）による研究「現代的本質
主義の論理と存在論」では実体主義的存在論
の具体的内実に踏み込み、特に実体の持続性
と個別性に関する解明を行った。その結果、
それぞれ定式化された生成的時制主義と定
義的本質主義に基づいて、実体の持続性と個
別性の根拠を純粋生成としての耐続性と定
義的本質の独立性に見出した。 
 そしてこれらの研究を通して見えてきた
のは、実体の耐続性と本質の中核に位置する
のがその力能であり、それがもたらす因果的
効果が実体の実在性を保証するということ
であった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、実体が有する「力能」の実在性

を主張する現代の形而上学的立場としての
「力能実在論」に基づきながら実在論的な因
果理論を構築することによって因果にまつ
わる種々の哲学的問題の解決を試みるとと
もに、そのような因果理論を中核に組み込ん
だ実体主義的存在論の体系化を企てること
を目的とした。 
このような研究は、当研究者が実体主義的

存在論の現代的再構築という全体構想のも
とに、十余年にわたる継続的研究において遂
行してきた〈実体の持続性・個別性の解明〉
という課題に引き続いて〈実体の実在性の解
明〉という課題を果たすことによって、実体
を実在性の根幹に位置づける実体主義的存
在論の体系化を最終段階へと移行させるも
のとして位置づけられる。 
 
３．研究の方法 
まず、実体的対象にまつわる形而上学的様

相のうち、本質に由来する様相の分析を行っ
た。 
次に、擬似的実体としての虹の存在論的性

格を分析することにより、実体的対象の実在
性と個別性に関する知見を得た。 
以上を踏まえつつ、最後に力能の様相的性

格についての分析を行い、その成果を因果論
に応用した。 
 

４．研究成果 
(1)論文｢現代的本質主義をどのように理解
すべきか｣において、特に物的対象に関する
現代の本質主義の代表的な三つの立場――
様相的本質主義・質料形相本質主義・定義的
本質主義――について比較考察しながら、ど
のような本質主義が最も有効であるのかに
ついて検討した。その結果、最大の一般性・
妥当性・応用性を見出し得る本質主義は定義
的本質主義であり、それは形而上学的実在論



や存在論的カテゴリー論の根拠ともなり得
ること、また、その立場は様相的本質主義に
対する基礎づけを行う可能性や物的対象に
関する質料形相的本質主義との親和性を有
すること、を見出した。 
 その議論の中で、三つの本質主義に共通す
る主張としての「存在に対する本質の先行
性」に焦点を当て、そのような先行性を有す
る物的対象の本質とは、物的対象に関する全
体論的立場に立脚したうえでの、存在論的に
基礎的であるような何らかの全体性である
ことを指摘した。 
 そして物的対象におけるそのような存在
論的基礎性のひとつとして浮上するのが、個
別化に寄与するような統一的全体性である
が、物的対象の全体的な存在論的基礎性に向
かっていくとき常につきまとうのは、その可
能的・素材的・原因的側面としての質料的な
側面とその現実的・形態的・機能的側面とし
ての形相的全体性との協立であり、おそらく、
個別化においても、質料的な個別化と形相的
な個別化が絡み合って成立していると考え
られると主張した。 
対象におけるこうした質料的側面と形相

的側面の二面性は、当研究者が支持する、傾
向性質と基盤性質の二元性に基づく力能的
性質の存在論を裏付ける存在論的根拠のひ
とつと見なすことができる。 
 

(2)共著『部分と全体の哲学――歴史と現在』
所収の論文「虹と鏡像の存在論」において、
擬似的実体の一種である「現象的対象」とし
て特徴付けられる虹と鏡像について、特に力
能がもたらす実在性の観点に重点を置きな
がら改めて存在論的考察を行った。 
 両者の比較、ならびに、また別の現象的対
象としての影と両者との比較によって見え
てきたのは、次のようなことであった。まず
第一に、耐続者が具体的個体として実在する
と言えるための必要条件は、それが観測から
独立に決定される特定の時空的位置に存在
すると言えることである。そして、虹も鏡像
もその条件を明らかに満たしていないとい
う理由で非実在的であると判定されたのに
対し、影（や穴）はその条件を辛うじて満た
す、あるいは少なくとも、満たすと見なし得
る、という理由で実在的と判定された。 
 しかし鏡像と虹という同じ非実在的な擬
似的実体どうしでも、その「擬似性」におい
て興味深い対照性が見出された。鏡像の場合
は、それがその鏡像であるところの実物の個
別性に依存した形でではあれ、きわめて安定
した個別性が成立しているにもかかわらず、
それが存在するかに思われる位置に一切の
原因性を見出せないというところにその非
実在性の由来があった。一方、虹の場合は、
それが存在するかに思われる位置には原因
の明らかな担い手としての物象・事象がある
にもかかわらず、そこには通時的・共時的な
個別性が一切存在しないという理由によっ

て非実在的と判定されたのであった。これら 
に対し、影や穴においては、不在因果や（ホ
ストへの）依存的な個別性というきわめて危
うげな形でではあれ、実在的な原因性と個別
性の成立を見出し得たのである。 
このような考察は、実体の因果的力能にそ

の実在性の中核を見出す実体存在論の構築
に向けた事例的考察としての意義を有して
いる。 
 

(3)論文「力能と様相」において、次のよう
な考察を行った： 
力能は「必然性」と「可能性」という両方

の真理様相に関連づけられているので、少な
くとも第一次近似的には力能的様相は一種
の必然性であると考えるべきなのか、それと
も可能性と考えるべきなのか、ということが
問題となり得る。また、様相論という観点か
らすると、力能と形而上学的様相の関係、す
なわち、力能に伴う様相は形而上学的様相の
一種なのか、あるいは逆に、形而上学的様相
を力能的様相に還元し得るのか、それとも両
者はまったく別種のものと考えるべきなの
か、ということも問題として浮かび上がる。 
 力能と様相にまつわるこの二つの問題は、
実体的対象の存在論的性格について考察す
るうえでいずれも重要であるので、現代の代
表的実体主義者と考えられるジョナサン・ロ
ウやバーバラ・ヴェターによって提示された
議論に着目しながら、この二つの問題につい
て検討した。その結果、次のような結論を得
た： 
 力能は、刺激を前件として発現を後件とす
るような反実条件法によってではなく、発現
のみによって個別化されるべき性質であり、
その様相的本性は、反実条件法によって規定
される条件的必然性ではなく、その発現に向
かっているという意味での、程度を伴う一種
の可能性としての潜在性である。そしてその
潜在性は、広い意味での形而上学的可能性の
なかの独特の一種として捉えられるべきで
ある。 
 また、これに伴い、原因としての刺激とそ
れが直後にもたらす結果としての発現とい
う、ふたつの連続するできごとを因果項とす
る、いわゆる「因果の two-event モデル」を、
原因としての実体がその因果的力能を行
使・発現するプロセスによってその力能の受
容者が変化するプロセスを同時的に結果と
してもたらすという、いわば「因果の
things-process モデル」に変更していくこと
が求められる。 
 
(4)共訳書『アリストテレス的現代形而上学』 
を出版した。本書は、本研究の背景となって
いる新アリストテレス主義的分析形而上学
の代表的研究者たち十四名の論文を収めた
原著を全訳したものである。 
当研究者は、その巻頭と巻末にそれぞれ配

されている、キット・ファインの「第 1 章：



形而上学とは何か」とジョナサン・ロウの「第
14 章：新アリストテレス主義的実体存在論の
ひとつの形――関係的でも成素的でもなく」
の翻訳を担当した。 
これらに加えて、訳者代表として、「訳者

解説：分析哲学のなかのアリストテレス的形
而上学」と「訳者あとがき」を執筆した。 
「訳者解説」では、言語や概念の分析を中

心とした「反形而上学」的哲学という分析哲
学の一般的イメージに反して形而上学研究
が分析哲学研究の初期からその中心的位置
にあったことを指摘するとともに、新アリス
トテレス的形而上学を、分析哲学において先
行していた言語主義的形而上学ならびに物
理主義的形而上学と対比させることによっ
て、「第一哲学としての形而上学」「形而上学
的実在論」「反還元主義」という性格を併せ
持つ、より本来的・伝統的な形而上学として
特徴づけた。 
「訳者あとがき」では、新アリストテレス

主義的形而上学の指導的研究者のひとりと
して原著出版の契機を作った中心的著者で
ありながら、本書の翻訳作業中に急逝してし
まったジョナサン・ロウの研究経歴とその形
而上学研究の特徴などについて紹介した。 
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